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お友達登録後に、メッセージを
送る場合は「トーク」ボタンを
押してください

北川わたるは、「対話」を掲げて活動を進めていま
す。お住まいの集会所へまいりますので気軽にお声
がけください。

北川わたる 39歳
交通インフラへの投資

地域産業の活性化

教育・福祉の充実

01 私たちの声が政治に届く

02 民間の力でまちを動かす

03 高島の皆様と共に未来へ高島の未来
〒520-1621 滋賀県高島市今津町今津 1677-64
発行元 /

本冊子へのご意見・ご感想がありましたら、ぜひお寄せください。

TEL / FAX：050-8885-9367
メール：info@takashimanomirai.com

高島市の皆様へ

あなたと創る高島の未来あなたと創る高島の未来

高島の未来を一歩先へ

まちづくりの
政策提案集
北川わたるさんは
以下のような政策を発表されました



高島の未来を一歩先へ
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理念と行動指針
高島と私
NPO法人「TSC」を19年経営してきました
政治家と行政経験
高島市の可能性
高島市の危機感
データ(人口)
データ(所得)
データ(財政)
交通インフラの発展① 湖西線
交通インフラの発展② 道路
交通インフラの発展③ 新幹線
対話集会を行ってきました
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声-未来世代
政策-未来世代
イチゴ問題について
ごみ処理施設について
開かれた市政
リーダーとして
民間視点による市政運営で、稼げるまちへ
その①
その②
その③

02 31

一次産業の発展 "陸地面積NO.1の底力を"

民間視点による市政運営で、稼げるまちへ。 その③

高島の農業未来ビジョン策定に向けた新しい座組を検討
農業の大規模化、省人化支援
中山間地域の農業 × 〇〇ビジネスへの参入事業者を支援
猟友会と連携した獣害対策チームの編成
ニホンザルの個体数管理の強化
漁港の民間活用を推進・林業、畜産農家と連携したバイオマス発電への挑戦

官民連携の強化　"混ざり合うことで成長を"
民間企業との人材交流を推進
公務員と地域貢献事業との兼業を推進
持続可能なビジネスを通じて地域課題の解決を目指す"まちづくり会社"の新設支援
ネイチャーツーリズム需要を取り込める観光事業者への支援

高島ブランドの強化　"勝負できる力を"
高島の水文化を守る暮らしの提唱
産官学連携により、データサイエンスを活用した地域環境の見える化を推進
特に、環境DNA技術を用いた高島の水研究を積極推進
高島産品のブランド認証制度の推進
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JRの運転規制値に基づき、湖西線では風速が20m以上の場合に徐行、25m以上の場合に運転見合わせの措置が取られていま
す。さらに、人工知能（AI）を活用した局地的な強風予測システムが導入されており、計画運休を事前に知らせる仕組みも進めら
れています。今後の強風対策については、JRをはじめ、高島市、大津市、滋賀県、さらには国との連携が重要と考え、約100億円
規模の事業を想定し、防風壁の建設を進めることで、台風を除いた強風による運行停止の削減が期待されています。この取り組
みにより、運行停止を約8割減少させることが期待されます。

交通インフラの発展① 湖西線

《観光客が降りたくなる》駅前整備を行い、
1時間あたり最低2本以上の運行を実現

サンダーバードの1時間あたり1本運行を
目指す

5 0 年 ぶりの
駅 前 再 開 発

特急通勤手当の
新設で利用促進

京都新聞 2019 年 5 月 23 日付け記事を参考にグラフを作成

マキノ

塩津

←山側 琵琶湖側→

近江中庄

近江今津

新旭

安曇川

近江高島

北小松

近江舞子

比良

志賀

和邇※従来基準比

強化プラスチック製で
高さが約２m の防風壁は
風速 30m の風が風速 25m
に抑えられる。

防風壁のある区間で
強風規制値を緩和した結果、
運転見合わせ時間の
累計の減少率（和邇ー志賀）

67%
減少

change
!

change
!

防風壁は強風対策と列車運行の安定性を両立
する効果的な手段として採用され、風の巻き
返しを防ぎ、環境やコスト面にも配慮されて
います。他府県では 3m、3.5m の防風壁が採
用される区間もあり、高島市でもその高さで
の検証が必要ではないでしょうか。

60%
遮蔽

未設置区間

風速２０m以上で
徐行、２５m以上で
運転見合わせ

運行停止の目安は
風速25～30m

比良では過去に
風速35～37mを
観測したことも

設置区間設置区間

設置区間設置区間
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交通手段の確保
集落単位での自動運転によるカーシェアリング実現への挑戦
路線バスのルートをスーパーや病院など必要な生活動線へのアクセスを優先し再設定
乗合タクシーをデマンドコントロールにより効率的に配備
介護タクシーを特例で認める条例の整備

人生１００年計画！健康寿命を育む支援
定年退職後の新規創業や市民活動の立ち上げを応援
まちづくり会社や集落単位での小水力発電などのエネルギー関連投資に誰もが
参加できる仕組みを整備し、これにより定期的な配当を得られる新たな収入源を創出
独居の高齢者の方を孤立させない、市民の交流の場作りの促進
企業や家庭から出るフードロスを生活困窮世帯に届けるフードバンク活動を支援し、
もしもの際のセーフティーネットを整備

先輩世代編
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湖西線の将来的な新幹線開通
湖西線は、将来的にバイパス線としての高速化を想定し、高架路線として整備されている路線です。防風壁の整備によって風
対策の成果が実証されれば、さらに実現可能性の高い選択肢となり得ると考えられます。また、「ミニ新幹線方式」を採用す
る場合、既存の路線を拡幅する工事で対応できるため、工期の短縮やコスト削減といったメリットも見込まれます。このよう
な取り組みを進めるには、JRをはじめ、近隣自治体、滋賀県、福井県、そして国との連携が欠かせません。湖西線ルートがも
たらす可能性について、関係機関と議論を深めていくことが重要です。

交通インフラの発展③  新 幹 線

舞鶴→小浜→近江今津間を車両が短く小回りがきくミニ新幹線で結ぶ。

ミニ新幹線で叶う延伸ルート

近江今津駅でドッキングして、敦賀へ繋がる北陸ルート、京都へ繋がる東海
道接続ルートを整備。また、特急「はるか」の山科駅延伸事業により、2025
年度に山科駅改良工事着手、2029 年度供用開始を予定されています。山
科駅が京の東の玄関口として利用され、湖西線にミニ新幹線が開通すれば
滋賀県や北陸地方とのアクセス改善、主要駅までの乗り換えの負担軽減、
関西国際空港へのアクセス強化などによって観光産業の発展などの経済効
果が期待されます。

近江今津駅を交通の要衝として活かす

point

point

舞鶴 - 小浜 - 今津 - 山科
敦賀 - 今津 - 山科

新提案 /
近江今津分岐ルート 17

私自身の過去の経験により、一方的なアイディアによる政策をご提示するよりも、より多くの対話を通じて市民の皆様の声を
反映し、より磨きをかけた政策を提案したい。そういった想いから、市内各地での対話集会を開催してまいりました。
次ページからその政策についてご説明いたします。

対話集会を行ってきました
《私たちの声が政治に届く》を実感していただくための 

ご参加ありがとうございます
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交通手段の確保
集落単位での自動運転によるカーシェアリング実現への挑戦
路線バスのルートをスーパーや病院など必要な生活動線へのアクセスを優先し再設定
乗合タクシーをデマンドコントロールにより効率的に配備
介護タクシーを特例で認める条例の整備

人生１００年計画！健康寿命を育む支援
定年退職後の新規創業や市民活動の立ち上げを応援
まちづくり会社や集落単位での小水力発電などのエネルギー関連投資に誰もが
参加できる仕組みを整備し、これにより定期的な配当を得られる新たな収入源を創出
独居の高齢者の方を孤立させない、市民の交流の場作りの促進
企業や家庭から出るフードロスを生活困窮世帯に届けるフードバンク活動を支援し、
もしもの際のセーフティーネットを整備
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データ(所得)
データ(財政)
交通インフラの発展① 湖西線
交通インフラの発展② 道路
交通インフラの発展③ 新幹線
対話集会を行ってきました

03
04
05
06
07
08
09
1 0
１１
12
1 3
1 4
1 5
1 6
1 7

1 8
1 9
20
２１
22
23
24
25
26
27
28
29
30
３１

声-先輩世代
政策-先輩世代
声-現役世代
政策-現役世代
声-未来世代
政策-未来世代
イチゴ問題について
ごみ処理施設について
開かれた市政
リーダーとして
民間視点による市政運営で、稼げるまちへ
その①
その②
その③

02 31

一次産業の発展 "陸地面積NO.1の底力を"

民間視点による市政運営で、稼げるまちへ。 その③

高島の農業未来ビジョン策定に向けた新しい座組を検討
農業の大規模化、省人化支援
中山間地域の農業 × 〇〇ビジネスへの参入事業者を支援
猟友会と連携した獣害対策チームの編成
ニホンザルの個体数管理の強化
漁港の民間活用を推進・林業、畜産農家と連携したバイオマス発電への挑戦

官民連携の強化　"混ざり合うことで成長を"
民間企業との人材交流を推進
公務員と地域貢献事業との兼業を推進
持続可能なビジネスを通じて地域課題の解決を目指す"まちづくり会社"の新設支援
ネイチャーツーリズム需要を取り込める観光事業者への支援

高島ブランドの強化　"勝負できる力を"
高島の水文化を守る暮らしの提唱
産官学連携により、データサイエンスを活用した地域環境の見える化を推進
特に、環境DNA技術を用いた高島の水研究を積極推進
高島産品のブランド認証制度の推進

目次 提案



01.

02.

03.

お友達登録後に、メッセージを
送る場合は「トーク」ボタンを
押してください

北川わたるは、「対話」を掲げて活動を進めていま
す。お住まいの集会所へまいりますので気軽にお声
がけください。

北川わたる 39歳
交通インフラへの投資

地域産業の活性化

教育・福祉の充実

01 私たちの声が政治に届く

02 民間の力でまちを動かす

03 高島の皆様と共に未来へ高島の未来
〒520-1621 滋賀県高島市今津町今津 1677-64
発行元 /

本冊子へのご意見・ご感想がありましたら、ぜひお寄せください。

TEL / FAX：050-8885-9367
メール：info@takashimanomirai.com

高島市の皆様へ

あなたと創る高島の未来あなたと創る高島の未来

高島の未来を一歩先へ

まちづくりの
政策提案集
北川わたるさんは
以下のような政策を発表されました


